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質
問　

法
案
で
は
、
要
支
援

１
・
２
の
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
を
、
保
険
事
業
か
ら
市
町
村

支
援
事
業
（
総
合
事
業
）
へ
移

す
と
の
内
容
。
今
後
も
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

国

の
案
に
よ
る
と
、
要
支
援
１
・

２
の
方
は
、
法
改
正
後
も
介
護

保
険
制
度
で
、
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
、
地
域
支
援
の
枠
組
み

の
中
で
、
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
新
た
に
総
合
事

業
と
し
て
日
常
生
活
支
援
事
業

や
、
介
護
予
防
体
操
、
貯
筋
運

動
教
室
な
ど
の
一
次
予
防
事
業

と
し
て
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

答
弁
（
村
長
）　

総
合
事
業
へ

移
行
し
た
と
し
て
も
、
今
よ
り

も
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
予
防
を

大
事
に
し
な
い
と
、
介
護
状
態

に
一
気
に
行
っ
て
し
ま
う
部
分

が
多
く
な
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
に
な
る
。

質
問　

東
海
第
２
原
発
の
事
故

を
想
定
し
て
、
県
の
広
域
避
難

計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
半

径
30
キ
ロ
圏
内
の
約
96
万
人
の

実
行
可
能
な
避
難
計
画
が
つ
く

れ
る
の
か
。
本
村
の
受
け
入
れ

は
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

こ
れ
ま

で
に
県
が
９
回
実
施
し
た
勉
強

会
に
、
本
村
は
３
回
出
席
。
県

は
、
現
段
階
の
案
と
し
て
、
本

村
が
ひ
た
ち
な
か
市
の
一
部
３
，

５
０
０
人
程
度
の
受
け
入
れ
を

示
し
て
い
る
が
、
避
難
所
の
確

保
や
、
食
料
等
の
物
資
の
供
給

も
含
め
、
困
難
を
要
す
る
も
の
。

本
村
と
し
て
は
、
い
ざ
事
故
が

起
き
れ
ば
、
放
射
能
物
質
の
及

ぼ
す
範
囲
は
気
候
や
環
境
な
ど

に
よ
っ
て
、
広
域
に
及
ぶ
可
能

性
か
ら
、
想
定
外
・
緊
急
事
態

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
具
体
的

な
屋
内
退
避
を
含
め
、
実
効
性

を
考
慮
し
た
策
定
指
針
の
動
向

を
見
き
わ
め
、
県
内
市
町
村
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
計
画
の

作
成
に
当
た
り
た
い
。

答
弁（
村
長
）　

人
間
が
つ
く
っ

た
も
の
を
、
人
間
が
制
御
で
き

な
い
も
の
は
や
っ
て
は
な
ら
な

い
。
個
人
と
し
て
、
脱
原
発
を

目
指
す
首
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
再
稼
働
に
は
反
対
す

る
立
場
で
あ
る
。

答
弁（
総
務
部
長
）　

タ
ブ
レ
ッ

ト
を
通
し
て
の
情
報
や
連
絡
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
実
践
に

向
け
た
利
活
用
運
営
事
務
の
中

に
位
置
づ
け
検
討
し
て
い
る
。

　

情
報
公
開
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
状
況
や
方
法
な
ど

を
参
考
に
し
、
住
民
参
加
型
の

会
議
を
主
に
公
開
検
討
に
向
け

調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
法
改
正
の
動
向
と
本

村
の
対
応
は

村民参加による村民協働のまちづくりを

岡
お か ざ わ

沢　清
きよし

議員

原
子
力
災
害
に
係
る
県

の
広
域
避
難
計
画
は

審
議
会
等
に
つ
い
て
の

情
報
公
開
の
検
討
は


